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 快晴に恵まれた 3 月 10 日（日）第 13 回目となる“原発ゼロ

へのカウントダウン in かわさき集会”が川崎市中原区内の中

原平和公園で開催され“地震大国に原発はキケン”と、市民に

アピールしました。この取り組みは、2011 年 3 月 11 日の東日

本大震災に伴って発生した最悪の人的災害と言われている東京

電力福島第一原発事故の翌年から毎年行われ、原発廃止・安心

安全な再生可能エネルギーへの転換をアピールしています。 

建交労では神奈川県南支部から金崎書記長、佐藤執行委員をはじめ合同分会の益山、河野、宮田、

赤羽の 6 名が参加しました。  

11:00 にオープンした会場には建設・土建組合の仲間が、早朝から

奮闘して設営したテントが数多く並び、そこでは労働組合・民主団体

などが食べ物・飲み物の販売や子ども向けゲームの提供などを行い、

また、和太鼓の演奏、うたごえ合唱、トランペット演奏、琉球舞踊、

福島第一原発事故の実相を語り聴く会などの多様な催しが行われ参加

者は 13:00 からの集会開会まで思い思いの時間を楽しみました。 

集会では、いわき市内で家族とともに福島第一原発事故に遭遇した

鴨下美和さんが巨大地震と原発事故の恐怖体験を語るとともに、現在

行っている原発ゼロをめざす活動の現状などを報告しました。 

つづいて脱原発弁護団全国連絡会共同代表の海渡雄一弁護士が特別

講演を行いました。海渡氏は、いま電力会社・政府・最高裁裁判官は

一体で原発を推進しているとし、そのことは能登半島地震での志賀原発事故を公開しない姿勢に表れ

ていると告発。また、関西・中部電力が能登半島珠洲市に巨大原発の立地計画を進めていたが珠洲市

市民らの反対運動で実現しなかった

ことを紹介“珠洲市民の運動がなか

ったら”と考えると珠洲市民に大き

な感謝をしていると報告しました。 

その後、各市民団体による脱原発

をめざす多彩な運動が報告され、集

会後には中原平和公園から武蔵小杉

駅前までのパレードを行いました。 

原発ゼロへのカウントダウン inかわさき集会 

“地震大国に原発はキケン”とアピール 

神奈川県南支部のホームページは（全日本建設交運一般労働組合 (ctg-kennan.net)） または

右のＱＲコードからアクセスできます。分会・班の仲間は多くの労働者に広げてください。 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
https://ctg-kennan.net/


 
 

日比谷野外音楽堂で開催された国民春闘共闘

全労連主催の中央決起集会に全国から 2000 名

が結集して 24 春闘勝利の決意を固めました。

小畑雅子議長はストを構え大幅賃上げ実現と

岸田首相の退陣を迫る“たたかう労働組合の

バージョンＵＰ”を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記へ支援カンパを振り込んだ分会・班及び組合員は神奈川県南支部にご報告ください。  


